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2023 年３月 10 日 

北陸電力株式会社 

 

2022 年度 志賀原子力発電所 防災訓練における課題対応等について 

 

１．はじめに 

2023 年１月 31 日に実施した志賀原子力発電所事業者防災訓練（総合訓練），

2022 年 11 月１日に実施した現場実動訓練（要素訓練）及び 2023 年１月 30 日に実

施した原子力事業所災害対策支援拠点訓練（要素訓練）について，以下のとおり訓

練課題を抽出し，課題の原因分析を行うとともに，当該原因分析を踏まえた対策を

検討した。 

 

 (1) 事業者防災訓練（2023 年１月 31 日） 

No. 抽出された課題 等 区分 改善事項 等 抽出箇所 

１ 

発電所は，状況付与とし

て通常使用しているＦＡ

ＸをＥＲＣに対し一時的

に送付不可とした際，代

替手段のＦＡＸ送信に時

間を要し，最初の原災法

第 10 条通報が 15 分（社

内の目標時間）を超えて

いた。 

情報 

共有 

■通常のＦＡＸ送付先リ

ストと代替手段用のＦ

ＡＸ送付先リストを統

合し，見間違いを防止 

■代替手段によるＦＡＸ

の設備の概要，送付先

リストの確認方法の教

育を実施 

 

社内評価 

２ 

プラントの状況に大きな

変化が見込まれる際，Ｅ

ＲＣと共有すべき情報の

事前説明が不足してい

た。 

情報 

共有 

■情報が錯綜する中で

も，重要な情報が説明

できるよう，情報の優

先度を整理 

■情報の優先度に応じて

ＴＶ会議とは別の情報

提供手段（通報文，Ｅ

ＲＣリエゾン経由）を

設定 

■プラントの状況に応じ

てＥＲＣと共有すべき

情報や説明するタイミ

ングを明確化 

社内評価 

他社評価 

NRA 助言 
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No. 抽出された課題 等 区分 改善事項 等 抽出箇所 

－ その他主な改善内容 その他 

■設備略称が把握できる

ようＥＲＣ説明方法を

改善 

■社外からの資機材融通

に関する運用を明確化 

 

他３件 

社内評価 

他社評価 

NRA 助言 

 

(2) 現場実動訓練（2022 年 11 月１日） 

No. 抽出された課題 等 区分 改善事項 等 抽出箇所 

１ 

２号機使用済燃料貯蔵プ

ールへの注水のために展

張した消防用ホース２本

（２台の消防車に１本ず

つ接続）のうち１本に水

漏れを確認した際，誤っ

て健全側の消防用ホース

に接続されている消防車

の送水を一時的に停止し

た。 

 

■複数の消防用ホースが

展張された場合に，ど

こから展張された消防

用ホースなのか容易に

識別できるような対策

を実施し，この識別に

基づいて消防車の送水

作業をするよう対応要

員へ周知 

社内評価 

他社評価 

 

(3) 原子力事業所災害対策支援拠点訓練（2023 年１月 30 日） 

      特段，課題・改善事項はなかった。 

 

 

 

 
抽出された課題・改善事項については，今後改善を図り，最終的には次年度

の事業者防災訓練及び要素訓練において，これらの改善結果を確認する。 
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２．事業者防災訓練（2023 年１月 31 日） 

Ｎｏ．１：発電所は，状況付与として通常使用しているＦＡＸをＥＲＣに対し一時的

に送付不可とした際，代替手段のＦＡＸ送信に時間を要し，最初の原災法

第 10 条通報が 15 分（社内の目標時間）を超えていた。 

(1) 抽出された課題 

・発電所は，ＥＲＣへの通報連絡において，通常使用しているＦＡＸが東京方面

の地上回線不調により，一時的に使用できない状況付与に対し，代替手段のＦ

ＡＸ（統合原子力防災ネットワークＩＰ－ＦＡＸ）送信に時間を要し，最初の

原災法第 10 条事象該当判断から 15 分以内（社内の目標時間）に通報連絡する

ことができなかった。 

 

(2) 課題の原因・要因 

・発電所情報班員（チェック者）は，通常のＦＡＸ送付先リストを用いて，送付

先を確認していたが，状況付与により東京方面への地上回線不調となったこと

から，代替手段用のＦＡＸ送付先リストを用いて，送付先を確認することとし

た。 

・チェック者は，代替手段用のＦＡＸ送付先リストから，本来ならリストの上部

に記載されている「ＥＲＣプラント班」を送付先として，発電所情報班員（Ｆ

ＡＸ操作者）に指示するところ，クリップ止めの折り返しで上部が見えにくく

なっていたため，リストを見間違い，２段下に記載されている「陸電原子力本

部＃１」を指示した。 

・ＦＡＸ操作者は，東京方面の地上回線不調と認識してたが，指示された送付先

が「ＥＲＣプラント班」ではなく，「陸電原子力本部＃１」であることを疑問

に思わず送付した。 

 

(3) 原因・要因を踏まえた対策 

・２種類のリストを用いることによる見間違いを防ぐため，通常のＦＡＸ送付先

リストと代替手段用のＦＡＸ送付先リストを統合する。また，リストには地上

回線不調時は，代替手段に切り替える旨のフローを記載し，視認性を向上させ

る。 

・発電所情報班員に対し，代替手段によるＦＡＸの設備の概要，送付先リストの

確認方法について理解を深めるよう教育を実施する。 
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Ｎｏ．２：プラントの状況に大きな変化が見込まれる際，ＥＲＣと共有すべき情報

の事前説明が不足していた。 

(1) 抽出された課題 

    ・ＥＲＣ説明において，プラントの状況に大きな変化が見込まれる炉心損傷の

時刻を共有していたが，事前にＥＲＣと共有すべき情報（監視パラメータ，

炉心損傷判断基準および炉心損傷後に取るべき対策等）の説明が不足してい

た。 

 

(2) 課題の原因・要因 

・原子炉冷却材喪失，準備中の可搬型設備の故障および１，２号機使用済燃料貯

蔵プール水漏えいの重畳により情報が錯綜したため，その後の炉心損傷予測時

刻は説明できたが，炉心損傷後に取るべき対策等の説明ができなかった。 

・プラントの状況に応じてＥＲＣと共有すべき情報や説明するタイミングが体系

的に整理されておらず，ＥＲＣ対応者の力量に委ねていた。 

 

(3) 原因・要因を踏まえた対策 

   ・情報が錯綜する中でも，プラントの状況に大きな変化が見込まれる重要な情

報が説明できるよう，情報の優先度を整理するとともに，情報の優先度に応

じてＴＶ会議とは別の情報提供手段（ＥＲＣリエゾン経由等）を設定し，こ

れらを社内マニュアルへ反映する。 

 ・プラントの状況に応じてＥＲＣと共有すべき情報（手順書，ＳＰＤＳ画面，備

付資料等）や説明するタイミング（事前の見込み報告，事後の結果報告等）を

社内マニュアルへ反映する。 
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３．現場実動訓練（2022 年 11 月１日） 

 

Ｎｏ．１：２号機使用済燃料貯蔵プールへの注水のために展張した消防用ホース２本

（２台の消防車に１本ずつ接続）のうち１本に水漏れを確認した際，誤っ

て健全側の消防用ホースに接続されている消防車の送水を一時的に停止し

た。 

(1) 抽出された課題 

 消防車による２号機使用済燃料貯蔵プールへの注水対応において，展張した

消防用ホース２本（２台の消防車に１本ずつ接続）のうち１本に水漏れを確

認した際，予備の消防用ホースに取替を行うために，送水を停止したとこ

ろ，誤って健全側の消防用ホースに接続されている消防車の送水を一時的に

停止した。なお，その後誤って健全側の送水を停止したことに気づき，直ち

に健全側の送水を再開した。 

 

(2) 課題の原因・要因 

 ホースの外観が２本とも同じで，どちらのホースから水漏れがしているか分

かりにくい状況であったが，消防用ホースの水漏れ発見のタイミングが２本

目の消防用ホース通水直後であったため，２本目の消防用ホースに水漏れが

発生したと思い込み，２本目の消防車の送水を停止した。（実際は１本目の

消防用ホースから水漏れしていた。） 

 

(3) 原因・要因を踏まえた対策 

 複数の消防用ホースが展張された場合に，どこから展張された消防用ホース

なのか容易に識別できるような対策を実施する。また，ホースに関係する不

具合発生時はこの識別に基づいて，消防車の送水作業をするよう対応要員へ

周知する。 

 

以 上 






